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新たな雪腐病防除の研究成果を生かそう
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秋まき小麦の雪腐病は、発生量を予測することが難しい病害であり、赤かび病と同様に薬剤に

よる予防的防除が必須である。しかし、防除時期が根雪直前ということで、そのタイミングを見

極めることが難しく、散布前に根雪となってしまうことも多かった。本年、道総研農業研究本部

（中央・上川・十勝・北見農業試験場）から、雪腐病防除に対する新たな知見が報告された。こ

こで、新たな化学的防除法を紹介するとともに、雪腐病の発生状況、病原菌の種類、耕種的防除

法について述べる。

１ 平成２２～２６年産秋まき小麦
雪腐病の発生状況
平成２２年産から平成２６年産における振興局

別雪腐病の菌種別発病度を図１～５に示した。

積雪期間の長かった平成２４・２５年産は、全体

的に発病度が高い傾向である。また近年、道

東を中心に紅色雪腐病の割合が高くなってい

る。 図１ 雪腐病の発病度（平成２２年産）

図３ 雪腐病の発病度（平成２４年産）図２ 雪腐病の発病度（平成２３年産）

図４ 雪腐病の発病度（平成２５年産） 図５ 雪腐病の発病度（平成２６年産）

図１～５ 振興局別 雪腐病の発病度（病害虫防除所）

（発病度は、発病程度を０～１００で指数化したもので、数値が大きいほど発病が多い）
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２ 菌種を把握しよう
薬剤による防除にあたっては、雪腐病の菌

種により薬剤の効果が異なるので、自分の地

域やほ場で発生する雪腐病の菌種を把握し

（表１）、それに応じた効果的な薬剤を選択

する必要がある。また、紅色雪腐病には、種

子消毒も重要な防除対策である。

３ 耐雪性の品種間差
近年、作付けの増えている硬質秋まき小麦

「ゆめちから」「つるきち」は、耐雪性が

「キタノカオリ」並の“中”となっており、

「ホクシン」「きたほなみ」などに比べると

やや劣るため、雪腐病防除対策をしっかり行

う（表２）。

表１ 雪腐病の菌種の特徴と対策

表２ 秋まき小麦各品種の耐雪性注１

品 種 名 耐雪性の強弱

ホ ク シ ン やや強

き た も え やや強

きたほなみ やや強

きたさちほ やや強

キタノカオリ 中（やや強）注２

ゆめちから 中

つ る き ち 中

注１ 耐雪性：雪腐褐色小粒菌核病に対する
耐病性検定結果に基づき評価している指
標

注２ （ ）は品種登録時の評価
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４ 残効の長い殺菌剤を利用し
て早期に散布が可能
従来、雪腐病の防除適期は根雪直前という

ことで、そのタイミングを見極めることが難

しく、散布前に根雪になってしまうことも多

かった。また、散布から根雪までの期間が長

い場合や降雨が多い場合の再散布する目安が

なかった。

そこで、道総研中央農試・十勝農試から新

たな防除法が提案された。各菌種別に、散布

から根雪始の降水量と各殺菌剤の残効性との

関係を調査し、残効の長い薬剤による化学的

防除法を提示した（表３）。

� 雪腐黒色小粒菌核病・雪腐大粒
菌核病
これらは、主に道東など少雪地帯で発生す

る（図１～５）。発病度が２５を超えると茎が

枯死する個体が増え、生育がばらつく要因と

なるので、発病度２５を防除の目標とした。雪

腐黒色小粒菌核病に対してはフルアジナム水

和剤 Fとテブコナゾール水和剤 Fが、雪腐

大粒菌核病に対してはフルアジナム水和剤 F

とチオファネートメチル水和剤が残効性に優

れた。ただし、テブコナゾール水和剤 Fを

散布すると褐色雪腐病の発生を助長する場合

があるので、褐色雪腐病が問題となる地域で

はシアゾファミド水和剤 Fによる防除を行

う必要がある。

� 雪腐褐色小粒菌核病・褐色雪腐病
これらは主に石狩、空知、上川などの多雪

地帯で多発する（図１～５）。発病度が５０を

超えると収量・品質が低下するので、雪腐褐

色小粒菌核病は防除価４０、褐色雪腐病は防除

価６０を防除の目標とした。雪腐褐色小粒菌核

病に対してはフルアジナム水和剤 Fとテブ

コナゾール水和剤 Fが、褐色雪腐病に対し

てはシアゾファミド水和剤 Fが残効性に優

れた。ただし、テブコナゾール水和剤 Fを

散布すると褐色雪腐病が多発することがある

ので、シアゾファミド水和剤 Fによる防除

を行う必要がある。

� 気象の平年値から、各地域における防

除時期の目安を示した（表４）。上記の残

効の長い殺菌剤の使用により、根雪直前散

布の必要がなく、より早い時期からの防除

が可能となる。

� 本技術の活用にあたっての注意事項

� 薬剤の残効は、散布から根雪始までの

降水量に応じて減少するので、降水量が

目安を超えた場合には、目標とする防除

効果が得られない可能性がある。

� 本技術は、地上散布で散布水量１００�
／１０aにより調査したものであり、無人

ヘリコプターによる散布は検討していな

い。

� 紅色雪腐病防除のための種子消毒を行

う。

写真１ 雪腐黒色小粒菌核病に対するフ

ルアジナム水和剤 Fの防除効果

（２００９年４月１６日）

写真２ 褐色雪腐病に対するシアゾファ

ミド水和剤 Fの防除効果

（２０１３年４月１０日）
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表３ 残効が長い薬剤と、残効の目安となる散布から根雪始までの降水量

表４ 表３の殺菌剤を使用した場合の各地域における防除時期の目安
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５ 耕種的対策を万全に
雪腐病対策には、薬剤による化学的防除法

と併せて、十分な養分蓄積ができる作物体に

するなどの耕種的対策も実施することが効果

的である。は種前～は種時に行う対策も含め

参考にしていただきたい。

� 連作は被害を助長する
小麦の連作は、土壌中の雪腐病菌密度が高

まり、被害を助長して収量が低下する。とく

に連作・交互作で減収程度が大きくなる。

連作は、４年輪作に比較すると子実重は

２５％（最大５５％）減収する。これは主に雪腐

病の多発によるものである（表５）。

� 排水促進
道央、道北などで発生の多い褐色雪腐病は、

排水不良畑での発生が多いので、融雪後の停

滞水排除も含め、ほ場の排水対策を徹底する。

レーザー均平機による傾斜均平や額縁明きょ

も有効である。

� 適期・適量は種
地域や品種ごとに設定されているは種時期

・は種量を守る。遅まきになると生育量が確

保されず、養分蓄積が不十分となり雪腐病の

発生が助長される。

早まきは、は種量が多い場合、過繁茂とな

り、秋季からうどんこ病・赤さび病などの病

害が発生し、養分蓄積が阻害され、雪腐病の

発生を助長することがある。

� 適正なは種深度
深まきは、出芽が遅れるだけでなく出芽率

も低下する。

さらに、二段根となり、生育や分けつが抑

制され、茎数（穂数）不足を招くだけでなく、

養分蓄積が阻害され雪腐病の発生を助長する

（写真３）。

� 基肥を適正にする
基肥窒素を過度に施用すると、植物体の乾

物率が低下し、軟弱な生育となり、雪腐病の

発生を助長する。

表５ 小麦連作区の収量反応の特徴（平成７年指導参考事項）

区 分
減 収 率

経 年 的 な 特 徴
平均 最大

子 実 重 ２５％ ５５％ 連作２年目から低下（雪腐病の多発時激減）

千 粒 重 ５％ １４％ 連作４年目から低下

※４年輪作区（てんさい→ばれいしょ→菜豆→小麦）との比較

写真３ 覆土深による雪腐病の発生差

（平成２４年 網走普及センター）
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	 融雪促進
多雪地帯では積雪期間が１５０日を超える年

に被害が多く発生しており、融雪促進は全て

の雪腐病防除の基本となる。

６ 防除対策上の留意事項
最後に雪腐病防除対策の全体を図６にまと

めた。総合的な防除を行い、雪腐病被害低減

に努め、良品質多収を目指す。

図６ 雪腐病防除対策
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